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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はニコチン性アセチルコリン受容体をコードしており、この受容体はシナプスにおける高速シグナル伝達に関与するリガンド依存性イオンチャネルのスーパーファミリーに属します。これらの五量体受容体はアセチルコリンと結合し、広範な構造変化を引き起こし、細胞膜を横切るイオン伝導チャネルの開口につながります。このタンパク質は膜貫通型受容体サブユニットであり、nAChRβ2またはnAChRβ4のいずれかと相互作用して機能的な受容体を形成します。この遺伝子の変異は夜間前頭葉てんかん1型を引き起こします。この遺伝子には、ニコチン依存症に対する保護作用を示す多型が報告されています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2012年2月]
	研究分野
	-
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	ニコチン性アセチルコリン受容体アルファ 4/CHRNA4 抗体 (1:1000 希釈) を使用した、Hela、CHO-K1、C6、Ramos 細胞溶解物中のニコチン性アセチルコリン受容体アルファ 4/CHRNA4 のウエスタン ブロット検出。
	

	AMRe87327 を 1:5000 で使用して、HepG2、T24、RAW264.7、PC-12 細胞抽出物のウェスタン ブロット分析を行いました。

